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｜お問い合わせ｜群馬パース大学 地域連携センター TEL 027-365-33７０（担当：植田・細矢・藤井）

講座
3B

講座
2B

講師：木村 朗
（リハビリテーション学部理学療法学科教授）

講座
４A

講座
1A

講座
4B

講座
1B

母乳育児 これだけ
知っていると安心

沖縄の長寿村の短命化の
犯人を追う

～その理解と予防の見方～

～肝臓編〜

講師：竹原 敦
（リハビリテーション学部作業療法学科 教授）

講師：早川 有子
（看護学部 看護学科 教授）

生化学入門

講師：木村 鮎子
（医療技術学部検査技術学科准教授）

認知症の正しい備え方

講座
3A

「医療系大学の学び」入門

講師：星野 修平 （教養部長）

認知症の正しい理解と備え方を、予防の
視点を踏まえながらお話します。

第3回群馬パース大学公開講座オンデマンド配信

講師：浅見 知市郎
（リハビリテーション学部

言語聴覚学科 教授）

講座
2A

歯科疾患の有無を自覚
できますか？

歯科疾患は、明らかな自覚症状がある
場合を除いて、その有無を自覚するのが
難しいことについてお話します。

～余ったエネルギーが
脂肪に変わる？

”肝腎”かなめの人工臓器研究

講師：西村 裕介
(医療技術学部 臨床工学科 講師）

～腎臓編〜

本学への新型MRI装置の導入

講師：髙橋 哲彦
（医療技術学部 放射線学科 教授）

ぐんま県民カレッジ連携講座

講師：花田 三四郎
(医療技術学部臨床工学科准教授）

視聴
無料

ご好評いただきました2024年度第3回(3/15開催)公開講座を

オンデマンドで配信します

【申込方法】
お申し込みフォームに必要事項を入力の上、送信し
てください。ご視聴のためのURLをお送りいたし
ますので、配信期間内にご視聴ください。

▼お申し込み ▼各講座詳細

※ご視聴にはインターネットに接続できる環境が必要です。
詳細はこちらから

6.28 土

開催日は

2025年度第1回公開講座も申込受付中！

全8講座を
オンデマンド
配信

医療系大学で求められる能力を、①学ぶ
スキル、②書くスキル、③調べるスキル、
④生きるスキルとして位置づけ、大学生に
必要な学修について紹介します。

世界一の寿命を誇った沖縄県の高齢者集
団が下位に落ち込んだ理由と、短命化を
くい止めている大宜味村の高齢者の生活
様式を紹介します。

栄養素から生命活動に必要なエネルギーや
体を構成する物質が作られるしくみに
ついてお話します。

母乳育児について、本人、支援者にぜひ
知って頂きたいことを中心にお話します。

今春、本学に新型磁気共鳴撮像装置
（MRI）が導入されます。
国際的なヘリウム枯渇に対応する最新
装置をご紹介します。
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https://www.paz.ac.jp/academician/kimuraayuko/
https://www.paz.ac.jp/academician/hanadasanshiro/
https://www.paz.ac.jp/academician/hayakawayuko/
https://www.paz.ac.jp/academician/takahashitetsuhiko/
https://www.paz.ac.jp/academician/nishimurayusuke/
https://www.paz.ac.jp/academician/asamitomoichirou/
https://www.paz.ac.jp/academician/hoshinosyuhei/
https://www.paz.ac.jp/academician/kimuraakira/
https://www.paz.ac.jp/academician/takeharashun/
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